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後期高齢者医療制度は国民の激しい怒りをよび、これも一つの要因となって総選挙では自公政

権が退場することになりました。

この制度は75歳以上の高齢者を国保や健保から追い出し、囲いこみ、①これまで負担のなかった

扶養家族を含め一人ひとりから保険料をとりたてる、②受けられる医療を制限し差別する「別建

て診療報酬」を設ける、③保険料は年金から天引きし、2年ごとに引き上げる、④保険料を払え

ない人からは保険証をとりあげる、などというものです。高齢者の医療を差別する“うば捨て”

制度そのものであり、廃止するしかありません。

制度が続けば、2010年4月には２年ごとの保険料値上げと重なり、さらに混乱は必至です。一日

も早く廃止し老人保健制度にもどすとともに、そのさい保険料などの負担増にならないよう国保

への財政措置をとるべきです。「凍結」してきた７０～７４歳の窓口負担の2割への引き上げも、

きっぱり中止するよう求めます。

そもそも病気になりがちな高齢者の医療については、長年の社会貢献にふさわしく国と企業が

十分な財政負担をおこない、高齢者が安心して医療を受けられるようにする必要があります。

請願項目

一、後期高齢者医療制度をすみやかに廃止すること。
一、７０～７４歳の窓口負担２割への引き上げは中止すること。
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と寄せられています。民

主党政権はこの「声」に

耳をかたむけるべきです。

※
署
名
用
紙
は
同
封
し
た
封
筒
に
切
手
を
は
ら
ず
に
投
函
し
て
下
さ
い
。



日本共産党の小池晃政策委員長は1月28日、

国会で後期高齢者医療制度に関する鳩山政権

の「二重の公約違反」について正しました。

野党時代は日本共産党と一緒に制度の廃

止法案を出して参議院で通過させた民主党、

社民党、国民新党。しかし、政権をとって

からは総選挙前の公約から後退して「新た

な制度をつくってから」といって４年後に

先送りしました。

（写真）質問する小池晃議員
＝1月28日、参院厚生労働委

「（後期高齢者医療制度という）火事を消そうと

思っている最中に新たな家の設計図をもってこな

いと無責任だという議論は成り立たない」

（福山哲郎議員、０８年６月３０日参院厚労委）

昨年11月に長妻厚労相は小池議員の質問に対して、｢(保険

料上昇の)負担を少しでも抑制をしていく措置｣を概算要求に

盛り込んだと答弁。各都道府県の広域連合に対しても「国庫

補助を行う」と事務連絡していましたが、これらの抑制措置

を講じていないため、愛知県では保険料が平均で3660円（約

5％）の値上げに。

小池議員は「すぐ廃止するといったこともやらず、廃止す

るまでの間は痛みを抑える措置をとるといったこともやらな

い。国民に対する二重の裏切りだと」厳しく批判しました。

公的医療制度がありながら通院でも入院でも、３割(現役)もの

窓口負担をとられる国は、先進国では日本だけです。日本共産党

は、窓口負担ゼロをめざし、まずは高齢者と子どもの医療費を無

料にします。


